
神奈川県、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市
大和市消防団、海老名市消防団、座間市消防団、綾瀬市消防団、海老名市上郷自治会、
東部センター災害対策連絡協議会、神奈川県内広域水道企業団、東京電力パワーグリッド㈱、
NTT東日本㈱、㈱ドコモCS、国土交通省京浜河川事務所、相模川水系広域ダム管理事務所、
横浜地方気象台、陸上自衛隊、神奈川県警察

主催

参加機関

洪水から守ろう

みんなの地域
第１会場　9:00～
水防工法演習

炊き出し訓練

展示・体験コーナー

第２会場　10:20～
救出救助訓練
ライフライン復旧訓練他

令
和
8
年
度水

防
演
習5.31日

2026

小雨決行 開場8:35～12:20 演習9:00～12:00（予定）

会場/相模三川公園
海老名市上郷2丁目地先他

海老名駅前から
無料シャトルバス運行

入場
自由

詳しい情報は神奈川県河港課HP 神奈川県 水防演習

相
模
川 小田

急
小田
原線

468

601

51

51
40

圏
央
道

中
津
川

小鮎川

海老名駅西口から
徒歩約20分

海老名駅
西口

車でお越しの場合、国道246号
新相模大橋手前を左折

下今泉

上郷南

河原口

■演習会場エリア
 ・軟式野球場（Aグラウンド）
 ・少年軟式野球場兼ソフトボール場（Bグラウンド）
 ・多目的グランド（Cグラウンド）

246

JR相
模線

周辺道路の混雑緩和のためシャトルバスか徒歩でのご来場にご協力お願いします。

アクセス

パーク
ゴルフ場

夕焼けの丘

せせらぎの
森

JR
海老名駅

小田急
海老名駅

相鉄
海老名駅

相模三川公園

9:00 10:009:30 10:30 11:30 12:0011:00

第
１
会
場

第
２
会
場

開会式
閉会式

排水ポンプ車

準備工法

送電復旧・
通信復旧

中洲救助
ボート救助・ロープ救助
・ホイスト救助
埋没車両救助

洗堀防止工法

内水対策

炊き出し（カレーライス無料配布）

降雨体験車、災害対策車両展示、土のう積み体験、パネル展示、記念品プレゼント　他

放流警報・
消防団出動初期水防活動・消防団出動

広域情報収集訓練

展示・体験コーナー

避難所開設・避難支援訓練

炊き出し訓練
海老名市上郷自治会、陸上自衛隊

排水ポンプ車出動要請訓練
東部センター災害対策連絡協議会、京浜河川事務所

ライフライン復旧訓練
東京電力パワーグリッド、NTT東日本、ドコモCS

救出救助訓練
大和市消防本部、海老名市消防本部、
座間市消防本部、綾瀬市消防本部、
神奈川県警察本部、海老名警察署、

陸上自衛隊

水防工法演習
大和市消防団、海老名市消防団、
座間市消防団、綾瀬市消防団、

陸上自衛隊、
東部センター災害対策連絡協議会 越水防止工法

高齢者等
避難発令 避難指示発令

防災ヘリコプター

※カレーライス・記念品は
　なくなり次第終了します。

相模川

一般来場者
駐車場

車入口

来賓駐車場

関係者
駐車場

来賓受付

246

第 1見学テン
ト

第２見学テント

演習車両
観覧エリア

炊き出し訓練
陸上自衛隊
カレーライス

第２会場
救出救助訓練
 ・ホイスト救助
 ・ボート救助
 ・ロープ救助
 ・埋没車両救助
ライフライン復旧訓練他

第１会場
水防工法演習

展示・体験コーナー
 ・降雨体験車 
 ・土のう積み体験 
 ・記念品プレゼント他

一般案内所

至パーク
センター

お問合せ
神奈川県 県土整備局 河川下水道部 河港課
〒231-8588 神奈川県横浜市中区日本大通1　TEL 045-210-6491

神奈川県 厚木土木事務所 東部センター 河川砂防課
〒252-1133 綾瀬市寺尾本町1-11-3　TEL 0467-79-2800

会場周辺案内 

演習会場全体マップ

演習プログラム



中心付近の最大風速60m/sec、
15m/sec以上の強風域  
半径500km

全注意報解除
5月31日20時 レベル３
大雨・高潮・
暴風・波浪警報解除

5月31日16時 レベル３
大雨・高潮・
暴風・波浪警報に移行

5月31日６時 レベル５
大雨・高潮・
暴風・波浪特別警報発表

5月30日10時  レベル３
大雨・高潮・暴風・波浪警報発表

5月29日16時  レベル２
大雨・強風・波浪注意報発表

南大東島

チューク諸島

5月30日23時

5月31日11時

5月28日7時
5月28日0時
5月27日20時
5月27日0時
5月26日0時

発生5月23日
5月25日台風X号になる

タイムライン（防災行動計画）に沿った演習の流れ

時間とともに変化する状況を想定し、
適時・的確な対応を訓練します。

タイムラインとは、「いつ」「だれが」「どのように」「何をするか」を
時系列で示した防災行動計画です。
風水害時に備え、各主体がタイムラインに沿った具体的な対応を把握し、
災害時に迅速かつ的確に実践することで、被害を最小限にとどめることができます。

タイムラインとは、「いつ」「だれが」「どのように」「何をするか」を
時系列で示した防災行動計画です。
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シ
ー
ト
張
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型
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り
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● 

消
防
団
出
動

演習内容等

堤 防（断面）

演習時刻水位情報等

発災

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位レベル 1

レベル 2

レベル 3

レベル4

レベル 5

避難判断水位

9:00
9:26

9:34

9:40

10:12

10:28
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期
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  （
ダ
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警
報
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防
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関
出
動
準
備
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● 

避
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所
開
設
完
了
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ベ
ル
３
氾
濫
警
報
↓
高
齢
者
等
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難

● 

広
域
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報
収
集（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）

訓練内容の紹介

想定台風第 X号進路図

洗掘防止工法

越水防止工法

準備工法
土のう拵え工
水防工法の基本である
土のうを作る作業です。

大型土のう拵え工
ショベルカーを使って大き
な土のうを作る作業です。

杭拵え工
水防工法で多く使用さ
れる杭の先端をとがら
せる作業です。

内水対策
マンホール噴出防止工

積み土のう工
堤防に土のうを
並べ、さらに杭で
土のうを串刺し
にし、洪水が堤防
を越えないよう
にします。

大型土のう積み工
大型土のう拵え工
で作った大きな土
のうを、ショベル
カーで積む作業
です。

水マット工
特殊なマットを堤
防に広げ、マット
に重しになる水を
注入し、洪水が堤
防を越えないよう
にします。

積み土のう工（杭省略型）
舗装された堤防上
面など杭が打込め
ない場所で、防水
シートを使って安
定を確保する積み
土のう工です。

広域情報収集訓練

ヘリコプターなどによ
り、いち早く現場上空
から被害状況などの情
報収集を行います。

避難支援訓練

河川が増水し、越水の
恐れがあるとの想定
で、避難情報を発令し、
広報します。

炊き出し訓練

災害時に避難所で被災者
に温かい食事を提供でき
るよう、炊事車を使って
調理及び配膳の訓練を行
います。

救出・救助訓練

河川の増水で取り残さ
れた被災者の救助訓練
を行います。

ライフライン復旧訓練

避難所が停電し電話も不
通という想定で、電力・通
信などライフラインの応
急復旧訓練
を行います。

水防警報解除

各方面の安全を確認し、
警報を解除します。

マンホールの周囲に土のうを積み上
げ、逆流してくる水を貯めて水圧
で押さえ、漏水を防ぎます。

T型マット張り工
重しになる土のう
を備えた特殊な
マットを、堤防か
ら川表を覆うよう
に広げながら川の
中に入れます。これ
により堤防の崩壊
と透水を防ぎます。

シート張り工
竹で補強した防水
シートに、重しに
なる土のうをつ
け、堤防から川表
を覆うように広げ
ながら川の中に入
れます。これによ
り堤防の崩壊と透
水を防ぎます。


